
○峰の原の印象 

 峰の原高原は標高１５００メートルに位置する。そのため、市街地と気温や空気質の感

じ方が全く違う。 

 夏は涼しく高地トレーニング場としても活用できることが魅力だと感じる。 

 一方で、冬は厳しい寒さになる。標高が高く空気が乾燥していることから、峰の原高原

の雪は水分が少なく固まらない。そのため、峰の原スキー場ではシーズンを通してパウダ

ースノーを楽しむことができた。 

 春・秋には、高山植物や山菜などの高地ならではの魅力があると感じた。 

 

○取り組んだ活動 

 私たちは、峰の原高原の知名度が低いことを改善すべきことと考えた。そこで大学生に

峰の原高原を周知させるため２０１７年度から様々な活動に取り組んだ。 

 主な活動は、熊フェス・ペンションごはん会・ヌーキー大作戦がある。結果としては、

峰の原高原に興味をもってくれる学生が増え、リピーターの獲得ができた。 

 

○峰の原の現状 

 何も変わらない。一人でも多くの人に峰の原高原の周知をすることができた。スキー場

が消えた。 

○これからすべきこと 

 ゼミ生や峰の原高原で活動していく学生は、峰の原高原へ頻繁に行き、その活動記録を

SNS やブログに投稿する。他の学生を巻き込まずに情報発信ができることや大掛かりな準

備がいらない。また、ありのままの峰の原高原を発信できることがメリットと感じる。 


